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インターンシップ 受入れ情報シート
企業・団体名 株式会社ハギ・ボー

実習場所
〒400-0845 HPアドレス www.hagibor.co.jp

山梨県 甲府市　上今井町　740-4 ☎ 055-243-4777

業種 さく井業 水と環境の総合コンサルタントとして、地球環境の保全に取

り組んでいる会社です。

地下の事・水の事ならぜひご相談ください。
設立 1976年12月3日

資本金 15,000,000

従業員数 63名

事業内容

土質・地質調査　土壌地下水環境調査・接地調査

地下資源開発調査・水文調査・温泉水井戸掘削

工事・給水設備工事・接地工事・地中熱ヒートポン

プシステム工事

tel 055-243-4777

企業情報・事業内容 企業PR・特色

インターンシップ

担当責任者

所　属 総務部 連絡先

役　職 部長 mail somu@hagibor.co.jp

氏　名 山本　紀恭

業界理解・仕事理解ができる 自己理解・自分軸の発見ができる

【インターンシップの種類】 下の4類型から選んでください　

タイプ1（オープンカンパニー）1day タイプ2（キャリア教育）2～3days

タイプ3（汎用的能力育成型）インターンシップ タイプ4（高度専門型）インターンシップ

対面実施型 就業体験含む 課題解決型 その他　

オンライン実施型 就業体験含まない 開発プロジェクト型

【特　徴】 下の項目から当てはまるものをすべて選んでください

いろいろな部署の仕事が体験できる フィードバックをもらうことができる

若手社員との交流（座談会）がある グループワークを通じて他の学生と交流がある

自分のアイデアを提案する機会がある 社長から会社のビジョンを聞くことができる

 その他

実習時期 特に定めず 実習日数 1日～2日

交通費・手当等 あり　・　なし 交通手段

(最寄駅・バス停など)

　車・バイク・自転車

昼食費・手当等 あり　・　なし （駅までの送迎：　あり　・　　なし）

実習場所 県内各地 実習時間 １日　８時間以内

宿泊費・手当 あり　・　なし 対　　象 大学院　・　大学(　　　3年生)　・　短大　・　専門学校　・　留学生　

どんな学生に来てほしいか/インターンシップを通して学んでほしいこと

地球環境の保全に興味のある人　SDGsに取り組んでいる人　水・石・地層・地下資源に好奇心のある人　元気な人

受入に際しての選考 書類　・　面接　・　なし

実習内容（概要や特徴など）　

工事現場での見学とミーティング　就労希望部門社員とのミーティング
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時

間
9:00〜12:00 13:00〜16:00 16:00〜17:00 17:00〜17:30

実

施

1.オリエンテーション

・受入タイプ　1　　学生対象分野　環

境関連　地質・土質学等　3名程度

①受入部署・受入時期・受入人員・説明

部署との事前協議

②今回のインターンシップのスケジュー

ル・目的の確認・課題の共有

③業界の内容と社会での必要性

④当社の歴史と現在の立ち位置・将来の

展望

⑤業界他社との違いと特徴、ストロング

ポイント・ウィークポイントについて

⑥実務体験の内容

⑦危険リスクの説明

2.実務体験

・現場

①現場作業はさせない。

②実際に作業現場を見て、オリエンテーションで説明

した内容と、現場での作業の内容を確認する。

③体験中、気づいた点・疑問に思った点を質問して理

解を深める。

④随時、内容説明や体験談等を話してもらう。

・ディスクワーク

①受注から完成までの報告書・写真集の制作

③随時、担当者から解説やフィールドバックを受ける

3.フィールドバック

①実務体験を通して、理解

したことや成果グループデ

スカッションをしながら取

りまとめて発表する。

②学生の報告・体験発表に

より、担当者・先輩から評

価やアドバイスを受ける。

③担当者以外の社員に仕事

の魅力・自身の取り組み・

社会人としてのアドバイス

等を受け理解を深める。

4.まとめ

①今回の機会が、各自の目

標についてどのレベルまで

達成できたのか検証する。

②インターンシップに参加

しての感想や学びとなった

ことを記述させる。

テ

キ

ス

ト

等

・大学へ提出：●企業情報シート

・大学と締結　受入条件確認書（賠償保

険等）・受入協定書

・学生と締結　誓約書（守秘義務）・履

歴書　エントリーシート

・本人より提出：●履歴書・エントリー

シート/他

・学生経由大学に提出

・インターンシップ実施報告書（質問内容・報連相内

容）

・体験内容・感想発表

・評価シートやチェック

シート

・実施報告書　学生⇒大學

・評定書　　　企業⇒大學

・別の学生の推薦依頼

・感想　　　　学生⇒企業

インターンシッププログラム（タイプ1）

テーマ：就業体験型インターンシップ

オリエンテーション 情報共有 体験 発表 フィードバック まとめ
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